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特集

はじめよう！ ごみ減量大作戦
一生懸命にごみ捨てをおてつだいするお子さんと頑張りを見守るおかあさん。
今回の特集では、私たちの生活と密接に関係している「ごみの減量」のため
に何ができるかを紹介しています。
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私たちが生活する中で必ず出るごみ。それがそのままごみ
になるか資源になるかは、私たちの行動で変わります。ごみ
の焼却や埋め立てなどによる環境への負担を減らし、次世
代に豊かな自然を引き継いでいくためにも、適正なごみの

排出・削減は私たちが取り組むべき重要な課題です。
今回の特集では、私たちの生活と密接に関係している「ごみ
の減量」のために何ができるかを考えてみましょう。

\ はじめよう /

ごみ減量大作戦
問い合わせ先：環境衛生課生活環境係　☎ 0943-32-1138

特集

数字でみる　広川町のごみ事情

広川町の家庭系ごみ 1 人 1 ⽇当
たりの排出量は、福岡県より53 グ
ラム、全国平均より30 グラム下回って
います。（平成 30 年度実績）
今年 3 月に策定した「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」では、
令和 13 年度までに家庭系ごみ 1 人 1 ⽇当たりの排出量を
441 グラム以下に減少させることを目標としています。

１人1日あたりの家庭系ごみ※2の排出量は?

町内の生活系ごみ※1 の年間排出量は？

H23　H24　H25　 H26　H27　H28　H29　H30　 R1　  R2
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※ 1 可燃ごみ＋不燃ごみ＋資源物

※ 2 可燃ごみ＋不燃ごみ
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道路などに落ちているごみは、ボランティアで清掃している人や、各行政区での活動などによってきれいにされてい
ます。今回は、街中でよくごみ拾いをしている男性 T さんにお話を伺いました。

「ごみ減量」のキーワードは……

4R

1 Refuse  - リフューズ -

● マイバックを持ち歩き、レジ袋（過剰包装など）
を断る。

● 不要なおまけ（割り箸やストロー、本のカバー
など）は断る。

2 Reduce  - リデュース -

● 長く使える丈夫で愛着がもてるものを買う。
● 料理は作りすぎたり、注文しすぎたりせず、食

べ残さないようにする。
● レンタル用品を活用する。
● 生ごみは水切りをしてから

捨てる。※
● 生ごみは処理容器や電気式

処理機を使って、減量化・
堆肥化する。※

3 Reuse  - リユース -

● まだ使えるものは人に譲る。
● 壊れても修理やリフォームして長く大切に使う。
● フリーマーケットやリサイクルショップなどを活

用する。

4 Recycle  - リサイクル -

● 分別ルールを守ってごみを出す。
● 積極的にリサイクル製品を利用する。
● 不要になった携帯電話などの小型家電の回収に

協力する。

広川町では、3R（リデュース : 減らす、リユース : 再利用、リ
サイクル : 再資源化）にもう 1 つの R「リフューズ : 断る」
を加えた、4R を推進しています。ごみ減量化や再資源化を
進めるためには、この「断る」「減らす」「再資源化」「再
利用」の 4 つの行動が必要です。

※
PICK UP

詳細は 4 ページ
をご覧ください。

ごみを「減らす」「出さない」「つくらない」

不要なものは「断る」「もらわない」

使えるものは「繰り返し」使う 買ったものを「再資源化」する

Column

　私は「松葉杖の人生で終わりたく
ない」という思いから、散歩ができ
る⽇にリハビリをかねて 1 ⽇ 1 万歩
～ 1 万２千歩ほど歩いています。そ
のとき道端に捨てられていたごみが
気になり、自分ができる範囲でごみ
拾いをしようと思いました。やはり
きれいな道を歩くほうが気持ちがい
いからですね。やり始めて 8 年ほど
経ちますが、毎回ごみ袋 1 袋～ 2
袋くらいのごみを拾っています。
　最近思い出したことがありまして、
私が入院していた大学病院の院長
が、駐車場から病棟に歩いてくる際

よんアール

にごみ拾いをしていたのです。私が
「清掃係に頼めばいいのでは？」と
言うと、院長は「目の前にあるご
みを拾っているだけですよ」と言い
ました。今はその院長の気持ちがな
んとなくわかる気がします。
　ごみ拾いをしていると「おっちゃ
んカンカンが落ちていたよ」と近く
にいた子どもが手伝ってくれること
もあります。何だかうれしい気持ち
になりますね。今では杖を使わなく
てもどうにか歩けるほどになりまし
た。今後もできる範囲でごみ拾いを
続けていきたいと思います。

ごみ拾いをする地域の人にインタビュー
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Reduce

生ごみをシンクの中で濡らしてしま
うと、生ごみが水分を吸ってしまい
ます。まずは生ごみを濡らさないこ
とから始めましょう。

シンク内の三角コーナーなどに生ご
みを入れ、ひとしぼりすることで水
分をきることができます。

生ごみを濡らさずに風通しのよい場
所で半⽇置いたり、太陽光で乾燥
させたりすると減量できます。

生ごみの水切りには、約 1 割の減量効果があるといわれています。
地味な作業ですが、ひと手間かけるといいこと尽くしです。

✓嫌な臭いが減った　✓軽くなってごみ出しが楽になった　✓ごみ袋の枚数が減った

1 濡らさない 3 捨てる前にひとしぼり

だれでもできて 減量効果抜群 !

水切りテクニック

2 乾燥させる

373 グラムあった生ごみが
なんと 74 グラムに !
299 グラム減量できました。
使用生ごみ処理機（一例）：パリパ
リキューブ▲

町では、今年度から「電動生ごみ処理機」の購入補助を行っています。

参考商品 補助額 特徴

購入金額（税込）の 2 分の 1

最大 20,000 円
・室内で利用
・生ごみを乾燥さ

せる
・処理時間が短い

※メーカー形式指定なし。　※補助金交付は予算がなくなり次第、終了となります。

生ごみ処理容器の「コラポン」（写
真左）と「EM バケツ」（写真右）
の購入補助も行ってます !

ごみの量が減るので、ごみ出しが楽に
なりました。子どもたちも率先して分
別してくれるようになり、家庭内の環
境への意識も高まった気がします。

生ごみを乾燥させたことで、生ごみの
嫌な臭いがなくなり、ごみ出しが楽に
なりました。台所を清潔に保つことに
もつながっています。

生ごみを　 らす
可燃ごみの約 40 パーセントは「生ごみ」で、70 ～ 80 パー
セントは水分です。この水分が臭いや重さの原因となるため、
水切りや生ごみ処理容器などで生ごみを減らしましょう。

減 - リデュース -

可燃ごみ 3,409トン

生ごみ

生ごみ処理容器の「コラポン」（写生ごみ処理容器の「コラポン」（写

利用者の声

電動生ごみ処理機を使ってみよう

水分 約 955トン

不要になった CD を使って水切りすることも可能です !
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校区 行政区 区長 分館長 衛生班長

上
広
川

小椎尾 中村　忠雄 中村　哲之 中村　和浩
逆瀬谷 田中　政治 酒井　俊弘 田中　勝彦

梯 野中健一郎 田中 利和 髙松　政一
鬼ノ渕 野中　一夫 𠩤野　敏弘 原野　昌一
馬場 姫野　 剛 中島百合子 中島 　靖
内田 中島 健志 山本　浩市 井上　秀記
草場 永野 　守 永野　雅夫 永野　清登
一応 野中　三生 吉村 廣志 川口　正弘
吉常 古賀 敬一 重松　嘉治 中村　修一
六田 福永 澄夫 鹿田　正一 椿　 幸治

長延上 中倉　孝一 岡﨑　保德 田中　義彦
長延下 光岡 孝夫 近藤　整治 牧野　豊信

中
広
川

太原 丸山　和幸 丸山　伸司 丸山　輝義
高間 渡辺　福哉 田中　和弘 牛島　博之

清楽茶屋 山本揮一郎 中村　治生 田中　正治
清楽 松竹　幸男 小椎尾孝之 山下  憲繁
久泉 馬場　信二 宮園　隆典 馬場　逸雄
増永 垣田 光幸 谷川　稔男 鹿田　雅量
扇島 藤島　玄稔 渡邉　通稔 角田昭一郎
太田 鶴　 　等 山﨑 　信 山﨑　一則
吉里 久保田 弘 郷田　敏憲 彌永　則彦
川瀬 田中　博信 大塚　信勝 大塚　一夫
長徳 蒲池　光幸 山下　伸大 本司　知行
古賀 人見　政清 山口　了三 末安　一弘

牟礼茶屋 神山 章憲 神山　昌英 神山　竜也
川瀬北 篠倉　謙次 古賀　正美 田中 文男
緑ヶ丘 古閑　孝博 早野　陽一 青木　一男
北新代 井寺　磯吉 髙鍋　久生 帆士　虎男

下
広
川

牟礼 江口　也文 田中　　博 今村　治雄
当条 野田 隆文 野田 　栄 野田　隆文
智徳 山下　秀一 田中　靖夫 山下　 淳
一條 渡邉 鉄也 笹熊　英雄 中嶋 憲彦
藤田 角　　武治 牛島　康典 島 　靖一

当条西 古賀　　仁 野田小百合 吉元喜代子

区長
区の運営や行事の実施、町
との連絡調整、区民への配
布物のお世話など、各種取
りまとめを行います。

分館長
公民館の運営や行事の実
施、中央公民館長との連絡
調整、町民体育大会のお世
話などを行います。

衛生班長
地域の環境美化や資源物の
分別指導、不法投棄の監視、
区の環境衛生活動に関する
ことなどを行います。

皆さんの暮らしを支える各行政区の 3 役（区長、分館長、衛生班長）を紹介します
お住まいの地区の役員をご確認ください

各行政区の３役を紹介します
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〇
前
田
武
博

住
民
課
長
（
会
計
管
理
者
兼
税

務
課
長
兼
会
計
室
長
）

〇
才
所
潤
一

福
祉
課
長
（
福
祉
課
高
齢
者
支

援
係
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
係
長
）

〇
中
島
久
見

会
計
管
理
者
兼
税
務
課
長
兼
会

計
室
長
（
税
務
課
課
税
係
固
定

資
産
税
担
当
係
長
）

〇
樋
口
尚
寿

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
係
長
）

〇
園
田
和
広

建
設
課
長
補
佐
（
産
業
振
興
課

長
補
佐
兼
産
業
団
地
推
進
担
当

係
長
）

〇
山
下
誠
紀

産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
整
備
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統
括
主
査
（
産
業
振
興
課
整
備

係
農
地
整
備
担
当
係
長
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山
崎
雅
州

総
務
課
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政
係
行
政
担
当
係
長

（
環
境
衛
生
課
生
活
環
境
係
長
）

〇
大
久
保
慶
一

総
務
課
行
政
係
情
報
政
策
担
当

係
長
（
総
務
課
行
政
係
行
政
担

当
係
長
）

〇
山
村
広
治

総
務
課
庁
舎
建
設
推
進
室
庁
舎

建
設
推
進
係
長
（
産
業
振
興
課

商
工
観
光
係
長
）

〇
丸
山
登
与
香

住
民
課
健
康
係
健
康
担
当
係
長

（
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
長
）

〇
末
安
成
行

環
境
衛
生
課
生
活
環
境
係
長

（
環
境
衛
生
課
）

〇
野
方
由
紀
子

福
祉
課
高
齢
者
支
援
係
高
齢
者

支
援
担
当
係
長
（
福
祉
課
）

〇
古
賀
亘

福
祉
課
高
齢
者
支
援
係
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
係
長

（
総
務
課
行
政
係
情
報
政
策
担

当
係
長
）

〇
栗
原
郁
江

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
長
（
福

祉
課
）

〇
本
多
弘
和

福
祉
課
福
祉
係
長
（
福
祉
課
）

〇
中
島
真
実

介
護
保
険
広
域
連
合
柳
川
・
大

木
・
広
川
支
部
派
遣
（
住
民
課

健
康
係
長
）

〇
大
久
保
智
江

税
務
課
課
税
係
固
定
資
産
税
担

当
係
長
（
税
務
課
）

〇
大
塚
雅
隆

産
業
振
興
課
整
備
係
長
（
産
業

振
興
課
）

〇
古
賀
清
亮

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長

（
産
業
振
興
課
）

〇
鬼
塚
慧

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育

係
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

〇
冨
士
原
真
紀

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習

係
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

〇
丸
山
和
久

教
育
委
員
会
事
務
局
人
権
・
同

和
教
育
係
長
（
教
育
委
員
会
事

務
局
）

〇
井
上
コ
ズ
ヱ

住
民
課
（
福
祉
課
）

〇
塩
澄
志
麻

教
育
委
員
会
事
務
局
（
協
働
推

進
課
）

〇
加
藤
和
美

人事異動
広
川
町
役
場

係
長
級
以
上
の
み
職
名

（

）
内
は
異
動
前
所
属
な
ど

建
設
課
（
環
境
衛
生
課
）

〇
廣
田
将
馬

総
務
課

〇
嶺
大
地

環
境
衛
生
課

〇
黒
石
唯
人

福
祉
課

〇
石
橋
花
菜

税
務
課

〇
月
足
朱
里

税
務
課

〇
小
野
弘
人

産
業
振
興
課

〇
中
島
孝
（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長
）

〇
郷
田
貴
啓
（
福
祉
課
長
）

〇
谷
口
裕
子
（
住
民
課
長
）

〇
大
石
大
喜
（
福
祉
課
長
補
佐
／

介
護
保
険
広
域
連
合
柳
川
・
大

木
・
広
川
支
部
派
遣
）

〇
井
上
周
亮
（
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
次
長
補
佐
）

〇
樋
口
義
明
（
建
設
課
長
補
佐
兼

総
務
課
庁
舎
建
設
推
進
室
庁
舎

建
設
推
進
係
長
）

〇
跡
部
貴
美
子
（
福
祉
課
高
齢
者

支
援
係
高
齢
者
支
援
担
当
係
長
）

〇
井
上
安
奈
（
建
設
課
）

〇
大
石
大
喜

環
境
衛
生
課

〇
郷
田
貴
啓

福
祉
課

課
長
級

再
任
用

退
職

新
規
採
用

係
員

係
長
級

課
長
補
佐
級
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【
転
入
】

校
長

安
達
幸
子
（
下
広
川
小
）

教
頭

中
島
由
貴
（
筑
南
小
）

教
諭

有
馬
未
来
（
中
広
川
小
）

教
諭

月
足
仁
哉
（
中
広
川
小
）

企
画
主
査

井
上
直
美（
広
川
中
）

【
転
出
・
退
職
】

校
長

後
藤
哲
也
（
退
職
）

主
幹
教
諭

今
村
洋（
中
広
川
小
）

教
諭

田
中
紗
世
（
退
職
）

教
諭

久
保
田
俊
朗
（
退
職
）

教
諭

寺
岡
菜
津
美（
大
野
南
小
）

主
事

中
園
一
歩
（
上
広
川
小
）

【
転
入
】

校
長

中
園
仁
彰
（
福
島
中
）

主
幹
教
諭

合
戸
孝
裕（
瀬
高
中
）

教
諭

檜
垣
武
志
（
採
用
）

教
諭

坂
本
亜
希
（
採
用
）

教
諭

黒
木
直
也
（
歴
木
中
）

教
諭

久
木
原
美
和
（
高
田
中
）

主
幹

鹿
野
洋
子
（
上
広
川
小
）

【
転
出
・
退
職
】

校
長

古
川
志
乃
（
矢
部
清
流
学

園
）

主
幹
教
諭

宮
原
佳
子
（
退
職
）

教
諭

海
谷
浩
介
（
白
光
中
）

教
諭

池
末
和
歌
子
（
久
留
米
特

別
支
援
学
校
）

教
諭

渡
邉
博
登
（
瀬
高
中
）

企
画
主
査

井
上
直
美
（
下
広
川

小
）

〇
跡
部
貴
美
子

福
祉
課

〇
井
上
安
奈

建
設
課

〇
中
島
孝

教
育
委
員
会
事
務
局

【
転
入
】

校
長

猪
口
正
亮
（
三
河
小
）

養
護
教
諭

白
坂
祥
子
（
採
用
）

主
事

中
園
一
歩
（
下
広
川
小
）

【
転
出
】

校
長

塚
本
保
代
（
中
広
川
小
）

主
幹

鹿
野
洋
子
（
広
川
中
）

【
転
入
】

校
長

塚
本
保
代
（
上
広
川
小
）

教
頭

今
村
洋
（
下
広
川
小
）

教
諭

甘
城
唯
真
（
採
用
）

教
諭

荒
川
皓
平
（
採
用
）

【
転
出
・
退
職
】

教
頭

田
中
真
由
美
（
岡
山
小
）

教
諭

有
馬
未
来
（
下
広
川
小
）

教
諭

月
足
仁
哉
（
下
広
川
小
）

栄
養
教
諭

黒
木
真
海
（
退
職
）

福
岡
県
教
職
員

（

）
内
は
転
入
元
や

転
出
先
な
ど

下
広
川
小
学
校

中
広
川
小
学
校

上
広
川
小
学
校

広
川
中
学
校

広川町役場の新規採用職員
左から
��石橋花菜　税務課
�月足朱里　税務課
廣田将馬　総務課
小野弘人　産業振興課
嶺大地　　環境衛生課
黒石唯人　福祉課
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特別会計予算

　それぞれの目的のために一般会計から切り離して
経理する会計。3 つの特別会計があります。

国民健康保険特別会計 26 億 3,009 万円

後期高齢者医療特別会計 3 億 535 万円

広川防災ダム管理特別会計  3,175 万円

29 億 6,719 万円
前年度から約 0.1％

（265 万円）減

公営企業会計予算

　民間企業と同じように、収益をあげて独立採算性
をとる会計。水道事業会計、下水道事業会計があり
ます。

水道事業会計 4 億 72 万円

下水道事業会計 6 億 3,563 万円

10 億 3,635 万円
前年度から約 7.4％
（8,328 万円）減

令
和
4
年
度
の
当
初
予
算
は
、
庁

舎
建
設
実
施
に
伴
う
事
業
費
、
一
部

事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、
少
子
高
齢

化
な
ど
に
伴
う
扶
助
費
の
増
加
に
対

応
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業7

4
5
0
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
、

必
要
な
執
行
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

庁
舎
建
設
事
業
費12

億
3
3
3
0
万
円

令
和
2
年
12
月
か
ら
行
っ
て
い
る

新
庁
舎
の
建
設
工
事
が
今
年
5
月
に

終
了
し
ま
す
。
9
月
の
新
庁
舎
供
用

開
始
に
向
け
て
、
移
転
作
業
を
行
う

予
定
で
す
。
事
業
費
に
は
、
工
事
費

の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
費
・

備
品
購
入
費
な
ど
を
含
み
ま
す
。
現

庁
舎
解
体
後
、
新
庁
舎
の
外
構
工
事

を
す
る
予
定
で
す
。

私
立
保
育
所
環
境
整
備
等
支
援
事
業

1
億
4
6
1
2
万
円

待
機
児
童
対
策
や
保
育
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
下
広
川

保
育
園
、
心
愛
保
育
園
を
移
転
改
築

し
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
た
め

の
環
境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業6

0
9
万
円

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
行
政
区
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
促
進
を
行
う
こ
と
で
、

地
域
に
お
け
る
諸
活
動
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
支
援
で
き
る
体
制
を
つ
く
り

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等

買
い
物
支
援
事
業

30
万
円

保
健
所
か
ら
自
宅
待
機
を
求
め
ら

れ
、
生
活
必
需
品
の
調
達
に
お
困
り

の
人
に
、
買
い
物
を
代
行
し
自
宅
に

届
け
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

公
園
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

  
6
0
4
2
万
円

公
園
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め
、

計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。
広
川
球
場

の
ナ
イ
タ
ー
照
明
を
L
E
D
化
す

る
予
定
で
す
。

問総務課財政係
☎ 0943-32-1255

令和 4 年度

予算概要
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一般会計予算

　税金や保育料、地方交付税、国や県からの補助金、地方債（町の借金）などを財源として、行政サービス（福祉
や教育など）や道路整備などを行う会計。（前年度から約 9.3％、8 億 989 万円増）

人件費
・11 億 7,144 万円（12.3％）
・前年度から 3,848 万円減

物件費
・12 億 822 万円（12.7％）
・前年度から 7,800 万円増

維持補修費
・3,360 万円（0.4％）

扶助費
・19 億 5,756 万円（20.5％）
・自立支援給付費の増などにより、

前年度から 3,783 万円増

歳出（支出）
総額 95 億 3,240 万円

消費的経費
・56 億 2,725 万円
（59.1％）

投資的経費
・20 億 5,324 万円
（21.5％）

その他の経費
・18 億 5.191 万円
（19.4％）

補助費など
・12 億 5,643 万円（13.2％）

普通建設事業費・
災害復旧事業費

・20億5,324万円（21.5％）
・庁舎建設事業の工事費の

増などにより、前年度か
ら 7 億 2,179 万円増

公債費
・7億1,437万円（7.5％）
・今年度末地方債現在高
（借入残高）は 91 億
5,778 万円の見込み

繰出金
・7 億 8,273 万円（8.2％）
・国民健康保険特別会計や後期

高齢者医療特別会計などに対
し、一般会計が負担するもの

・前年度から 2,662 万円増

積立金など
・3億5,481万円（3.7％）

町税
・23 億 8,619 万円（25.0％）
・前年度から 1 億 5,434 万円増

地方財政の自主性と安
定性を確保できるかど
うかの尺度

国・県が交付したり
割り当てたりする収入

歳入（収入）
総額 95 億 3,240 万円

自主財源
・37 億 1,604 万円
（39.0％）依存財源

・58 億 1,636 万円
（61.0％）

繰入金
・7 億 454 万円（7.4％）

諸収入など
・6 億 2,531 万円（6.6％）

国・県支出金
・22 億 6,370 万円（23.7％）
・新型コロナウイルス関連事業、

子どものための教育・保育給
付、児童手当、道路整備、農
業施設整備など

・前年度から 5,295 万円増

地方交付税
・15 億 9,500 万円（16.7％）
・前年度から 5,500 万円増

町債
・ 13 億 3,250 万円（14.0％）
・庁舎建設事業の工事費増加に

伴い、前年度から 4 億 1,960
万円増

地方譲与税・交付金など
・6億2,516万円（6.6％）
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やっぱり図書館へ行こう！

ノスタルジア喫茶
イスクラ/著
グラフィック社

宮廷のデザイン
八條忠基 /著

平凡社

こねこが
まつおかたつひで /著

めくるむ

世にも美しい三字熟語
西角けい子 /著
ダイヤモンド社

ヌルハチ
小前亮 /著
講談社

チイの花たば
森絵都 /作
岩崎書店

クイズで国語が好きになる !!
ことばの由来
丸田博之 /監修

小学館

白人侵略
三谷郁也 /著
ハート出版

最強の健康野菜
森光康次郎 /著
河出書房新社

■今月のおすすめの本

■ 5 月の休館日

● 2日㈪・6日㈮・9日㈪・16日㈪・23日㈪、30日㈪
●�毎週㈪・第 1 ㈭が休館、㈪が祝祭日の場合は翌日
以降の直近の平日が休館

支える、支えられる、
支え合う

サヘル・ローズ /編著
岩波書店

■プチ・シアター「雨月物語」

　戦国時代、貧しい陶工は妻
子を捨て、美しい女と暮らし
始めるが、その女の正体は ?
　1953 年ヴェネチア国際映
画祭で、監督の溝口健二がサ
ン・マルコ銀獅子賞に輝いた
作品。

●日時　�6 月 1日㈬、
14:00 ～ 15:37
（13:30 開場）

●場所　�町民交流センター「いこっと」2階大研修室
●定員　先着 80人（参加無料・申し込み不要）

■ 5 月のおはなし会［場所・読み手］

● �7日㈯10:30～11:00児童向け［お話しの森・きらら］
● �11 日㈬ 10:30 ～ 11:00 乳幼児向け「かっちんこ」

［ハグハグ・絵本コンシェルジュ］
● �15 日㈰ 10:30 ～ 11:00 児童向け

［お話しの森・たまてばこ］

問広川町立図書館　☎ 0943-32-1163

広川町立図書館へ行こう！

vol.26 図書館は生きている！？①
図書館の様子や仕組みをお伝えします

皆さんは図書館が日々変わっていることをご
存じですか？　「やっぱり図書館へ行こう !」で
は、今回からなかなか気づきにくい図書館の変
化をご紹介します。
　最初は、おすすめの本をお知らせする「展示
コーナー」についてです。児童向けと一般向け
があり、それぞれメイン展示、サブ展示があり
ます。オリンピックなど社会的な話題を取り上
げたり、作家が亡くなったりした時に臨時で展
示を行います。毎週のように展示本が変わって
いるので、おすすめの本を読んでみませんか。
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問教育委員会事務局学校教育係　☎ 0943-32-0093

学校教育

基礎的・基本的な学力や個性・
創造性を伸ばし、「知識・

技能」の習得、「思考力・判断力・
表現力」や「主体的に学習に取
り組む態度」の育成を図ります。時代の変化に応じた
教育内容を充実させます。

［主な事業］
・�町雇用による ICT（情報通信技術）支援員、ALT（外
国語指導助手）、非常勤講師、学習支援員、特別支援
介助員の配置

・広川中学校放課後学び道場の実施

人間性や社会性などを育むた
め、特別の教科「道徳」を

中心に生命の大切さや善悪の判
断など、基本的な倫理観や規範
意識を育成します。いじめ、虐待、不登校などの未然
防止・早期発見・早期解決を図ります。

［主な事業］
・町雇用による SC（スクール・カウンセラー）、
  SSW（スクール・ソーシャル・ワーカー）の配置　
・いじめ問題早期発見調査の実施　
・持とう「私の夢」講演会の実施

児童生徒の実態に応じて、体
育の学習や行事などを中心

に体力の向上を図ります。食事
についての正しい知識や、望ましい食習慣を子どもた
ちが身につけられるよう、食育を進め、基本的な生活
習慣を確立します。栄養バランスの取れた安全でおい
しい給食を提供します。

［主な事業］
・「1校 1取組」運動の実施
・体育支援サポーター委託事業

研修会の実施や県論文、実践
的研究を進め、教職員自ら

修養と研さんに取り組める体制
を充実させます。効果的に教育活動が行える職場環境
をつくります。

［主な事業］
・各種研修会の実施
・町教育実践研究の募集、表彰

安全・安心して落ち着いた
学校生活を送ることがで

きるよう、老朽化が進む学校施
設・設備は長寿命化計画を策定
し、大規模改修・修繕は年次計画により進めます。教
育機器を適宜更新するとともに、ICT 教育を進めます。

［主な事業］
・給食室の環境を改善するため、空調設備の設置設計

を実施

広川町学校運営協議会、広川
町地域学校協働本部の取り

組みを充実させます。学校と家
庭・地域、教育委員会が連携・協働して「地域ととも
にある学校づくり」を進め、心身ともに健全な児童生
徒を育成します。

［主な事業］
・広川町コミュニティ・スクール事業
・学校教育説明会の実施
・教育週間における学校公開

健やかな体の育成

教育施設・設備の充実、
教育機器の整備

豊かな心の育成

教職員の資質向上

学校と家庭・地域との
連携・協働

令和 4 年度

学校教育
主要施策

確かな学力の向上
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子どもの急な病気に困ったら

休日・夜間に子どもが病気になったとき、
小児科医師・看護師へ相談できます。

小児救急電話相談　☎♯ 8000

子育て支援センター ハグハグ

町民交流センター ｢いこっと｣ 1階
開館 /㈪～㈮ ･㈰、9:30 ～ 16:00
閉館 / ㈯ ･ ㈷（㈫は対象者のみ）
問福祉課子育て支援係　☎ 0943-32-1113

イベント以外の時間は、自由に遊んだり、おしゃべり
したり、毎日たくさんのお友達が遊びに来ています。
スタッフへ悩みを相談することもできます。
子どもを預ける施設ではありません。保護者も一緒に
ご参加ください。

1日㈰ 10:00 ～ 10:30 体を動かしてあそぼう
2日㈪ 10:00 ～ 10:30 愛先生の音楽遊び
6日㈮ 10:30 ～ 11:00 きららのおはなし会
8日㈰ 9:30 ～ 10:30 ファミサポ登録会★

9日㈪ 13:30 ～ 14:30 子育て支援講座★

15日㈰ 10:00 ～ 10:30 壁面をつくろう①
18日㈬ 10:30 ～ 11:00 かっちんこのおはなし会
19日㈭ 10:00 ～ 11:00 ママ cafe★

22 日㈰ 10:00 ～ 10:30 愛先生の音楽遊び
23日㈪ 10:00 ～ 10:30 壁面をつくろう②
27日㈮ お誕生日会

9:45 ～ 10:00 カード作成（手形・写真撮影）
��10:00 ～ イベント

29日㈰ 10:00～ 10:30 家族でクッキング★

※イベント名に「★」があるものは要予約
※�各種イベントは延期・中止する場合があります。町ホー
ムページや広川町公式 LINE などをご確認ください。

ハグハグカレンダー

5月の保健行事
行事名 対象 期日 時間 参加費 内容

3歳児健診 平成31年 4月生まれ 10日㈫

13:30 ～ 14:00
診察 14:00 ～ 無料

身体計測や内科診察、保健指導（問
診含む）、栄養指導などを行います。

※ �10か月児健診、4か月児健診は
案内通知を発送していません。

1歳 6か月児健診 令和2年 10月生まれ 17日㈫

10か月児健診 令和3年 7月生まれ 24日㈫

4か月児健診 令和4年 1月生まれ 31日㈫

マタニティcafe★ 妊婦とその家族

17日㈫

9:30 ～ 11:30 100 円

妊娠中の注意点や出産前後の流れ
を学びます。

24日㈫ 妊娠期～授乳期の食事のポイントを
学びます。

親子ビクス★ 乳幼児とその保護者 12日㈭ 10:00 ～ 11:00 無料 リズム遊びやふれあい遊びを行いま
す。動きやすい服装でお越しください。

てくてく広場 乳幼児とその保護者
12日㈭ 10:00 ～ 15:00

無料
身体計測後、保健師・助産師・管
理栄養士・保育士が育児のさまざ
まな相談に応じます。26日㈭ 9:30 ～ 11:00

よちよちサロン
・

よちよちプチサロン
乳幼児とその保護者

2日㈪ 14:00 ～ 14:30

無料
手遊びや親子ふれあい遊びを通し
て、寝返り、おすわり、ハイハイな
ど成長のお手伝いをします。

12日㈭ 13:00 ～ 14:00

26 日㈭ 11:00 ～ 11:30

まんまclub★

離乳食教室・初期
妊婦、生後 6か月ま
での乳児の保護者 31日㈫ 10:00 ～ 12:00 100 円 離乳食の基本について学びます。

［献立］10倍がゆ、野菜スープ

まんまclub★

離乳食教室・中後期
妊婦、生後 7～ 11か
月の乳児の保護者

次回は
6月 1日㈬ 10:00 ～ 12:00 300 円

［献立］ツナそぼろ丼、いんげんの
ごまマヨ和え、大根としめじのす
まし汁、麩ラスク

ハグハグ ･デビュー 令和４年１月生まれの乳
児とその保護者 11日㈬ 13:30 ～ 14:30 無料

身体計測や親子ふれあい遊び、読
み聞かせ、手形・足形カード作りを
行います。



保育園・幼稚園
からのお知らせ 相談はお気軽に

心愛保育園　 　 ☎ 0943-32-4004
●㈪～㈮ 10:00 ～ 11:00
園庭開放 (晴天時のみ )
斗和保育園（チャイルドハウス）

☎ 0943-32-2722
上広川保育園　 ☎ 0943-32-1925
中広川保育園（ポラーノの広場）

☎ 0943-32-4850
下広川保育園　 ☎ 0942-52-3804
八女学院広川幼稚園　☎ 0943-32-4172
保育園おひさま（小規模保育施設）

☎ 0943-32-1125
八女地区病児・病後児保育施設おひさま

☎ 0943-32-6103

八女警察署からお知らせ
性犯罪被害に遭った時の相談窓口

公共施設などの電話番号

広川町役場　 　 　 ☎0943-32-1111
㈹FAX 0943-32-5164

保健 ･ 福祉センター ｢はなやぎの里｣
☎ 0943-32-3768

広川町産業展示会館　☎ 0943-32-5555
古墳公園資料館［㈪休館］

☎ 0942-54-1305

チェックリスト

今月号の良かったページにチェッ
クをお願いします。

□�特集：ごみ減量大作戦
□各行政区の３役を紹介します
□人事異動
□令和 4年度予算概要
□広川町立図書館へ行こう！
□学校教育
□ 5月の保健行事
□ホットな消費者News
□ 5月のイベント
□お知らせのページ
□人権問題を考える
□ふるさと再発見
□MY TOWN TOPICS
□そのほか（　　　　　ページ）

ご自由にお書きください（イラスト可）

広報紙に関するチェック
リストおよびご意見を記
入し、「あなたの声」を
送っていただいた人に、
「まち子ちゃんシール」
をプレゼント（抽選で 3
人、同年度 1回のみ）

まち子ちゃんシール
プレゼント！

掲載している情報は延期・中止する場
合があります。実施の有無などは各問
い合わせ先へご確認ください。

弁護士無料法律相談（利用条件あり）
日時　�５月 12日・19日㈭

13:00 ～ 16:00［1人 30分］
場所　福岡法務局八女支局
定員　各 6人（先着順）
予約　法テラス福岡
☎050-3383-5502 or ☎ 050-3383-5501
なんでも人権相談所

（八女人権擁護委員協議会）
日時　６月１日㈬ 13:00 ～ 16:00
場所　はなやぎの里
問福岡法務局八女支局　☎0943-23-2603
心配ごと相談
日時　�5 月 11日・25日㈬

9:00 ～ 15:00
場所　はなやぎの里
問はなやぎの里　☎ 0943-32-3768
身体障がい者相談
日時　５月 10日㈫ 10:00 ～ 12:00
場所　はなやぎの里
問福祉課　☎ 0943-32-1113
補聴器相談
日時　5月 17日㈫ 15:00 ～ 16:00
場所　はなやぎの里
問福祉課　☎ 0943-32-1113
知的障がい者相談
日程などを調整しますので、福祉課（☎
0943-32-1113）へご連絡ください。
教育相談
毎週㈫・㈮ 13:00 ～ 17:00
問専用電話　☎ 0943-32-1685
【不在時】学校教育係　☎ 0943-32-0093

困りごと相談室（要予約）
日時　5月 19日㈭ 10:00 ～ 16:00
場所　はなやぎの里
予約　福岡県自立相談支援事務所

☎ 0942-38-8501
行政相談
年金や道路、福祉など、行政の仕事に
ついて、行政相談委員が無料で相談に
応じます。
日時　5月 25日㈬ 13:00 ～ 15:00
場所　はなやぎの里
問総務課　☎ 0943-32-1255
救急車 ? 病院 ? 迷ったら #7119
医療機関の受診や救急車の利用など、
看護師からアドバイスが受けられま
す。［年中無休・24時間受け付け］
問県救急医療情報センター　☎#7119
つながらない場合は　☎ 092-471-0099

⬅おひさまご利用案内の詳
細はこちらをご覧ください

福岡県内から
☎ #8103

（ハートさん）
県外から
☎ 0120-783-084



あなたの

声
を届けてください！

　広報紙を読んだ感想や今
後取り上げてほしい記事、
広川町への思い、町に対す
る質問・意見・提案などを
お送りください。イラスト
や写真も大歓迎です。

問協働推進課まちづくり係
☎ 0943-32-1196

八女局承認

824

料金受取人払郵便

差出有効期限
令和4年 5月
31日（切手不要）

郵便はがき

〒 834-8790
＜受取人＞
日本郵便株式会社
広川郵便局私書箱第 3 号

広 川 町 長 　行

今月号の良かった記事とその理由を教えてください

担当課からの回答を希望するか、希
望しないか、以下のいずれかを○で囲んで
ください

希望する　・　希望しない

名前（回答を希望する場合は　　　）
フリガナ

住所（回答を希望する場合は　　　）
〒　　　-　　　　

電話番号（回答を希望する場合は　　　）

（　　　　　）　　　-　　　　　

年齢

性別

必須

必須

必須

必須

任意

任意

ホットな消費者 News

消費者ホットライン ☎ 188　久留米市消費生活センター ☎ 0942-30-7700　福岡県警察 ☎ 110 または♯ 9110

お問い合わせ

不用品回収で高額請求する業者にご注意

Q 不用品の回収を依頼した業者に高額な請求をされてしまった。
どのような業者に依頼すれば良かったのだろう？

　「不用品処分、トラック積み放題 1 万円から」
という業者の投げ込みチラシを見て電話連絡し
た。事前に回収してほしい物を伝えると「実物
を見て少し値段が変わる場合がある。詳しい見
積もりは実物を見てから」と言われた。しかし、

実際に来た 2 人の作業員は、用意していた物
を見ても見積もりを提示せず、次々に運び出し、
すべての品をトラックに積み込んだ後、料金は
15 万円と言ってきた。未然に防ぐにはどうし
たら良かったのか ?

A 安易に不用品の処分を依頼することは、トラブルの原因になります。
事前に契約内容を確認し、信頼・信用できる業者に依頼しましょう。

　安易に不用品の回収・処分を依頼すると、回
収後に高額な請求をされてしまう場合や、不法
投棄などの不適正な処理により、のちのトラブ
ルにつながる恐れがあります。粗大ごみや家電
製品はお住まいの市町村のルールに従って適正
に処理しましょう。

・契約書面にクーリングオフについての説明事
項があるか確認しましょう。

・高価なもの、貴金属などはむやみに見せない
ようにしましょう。

・約束のない訪問、勧誘はきっぱりと断りましょ
う。
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新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、自
宅で検温し、マスクを着用してご参加ください。
体調が悪いときは、参加を見合わせましょう。

■日曜窓口開庁
日時　�1 日㈰、8:30 ～ 12:00
場所　広川町役場（一部の窓口業務のみ）
問人事・法制係　☎ 0943-32-0106

■児童向けおはなし会（10 ページ）
日時　�7 日㈯・15日㈰、10:30 ～ 11:00
場所　�広川町立図書館内「お話しの森」
問広川町立図書館　☎ 0943-32-1163

■郷土史研究会「矢部川の利水と治水」
日時　�10 日㈫、19:30 ～ 21:00
場所　�町民交流センター「いこっと」2階研修室A
問生涯学習係　☎ 0943-32-0093

■乳幼児向けおはなし会「かっちんこ」（10 ページ）
日時　�11 日㈬、10:30 ～ 11:00
場所　�子育て支援センター「ハグハグ」
問広川町立図書館　☎ 0943-32-1163

■貯筋体操
日時　�12 日・19日・26日㈭、

14:00 ～ 15:00（13:30 開場）
場所　�「はなやぎの里」3階多目的ホール
問高齢者支援係　☎ 0943-32-1113

■男の料理教室＜広川町食生活改善推進会＞
日時　�　18日㈬、9:30 ～ 13:00
場所　　�はなやぎの里
献立　　�絵巻寿司、みそ汁
持参物　エプロン、参加費 300円
※�新規で参加を希望する人は、13日㈮までにご連絡
ください。

問高齢者支援係　☎ 0943-32-1113

■ふるさとウォーク＜参加者募集＞
上広川地区内、鬼ノ渕区の文化財を巡ります。
日時　　　6月４日㈯、
　　　　　9:00～12:30
集合場所　東部運動公園
駐車場　　（鬼の渕区）
参加費　　100円
　　　　　（保険料込み）
問ＮＰＯ法人広川町歴史と
　文化を守る会
☎ 090-3605-7275

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

各種イベントは延期・中止する場合があります。問い合わせ先
へたずねるか、町ホームページをご覧ください。

5月のイベント

杉浦非水
時代をひらくデザイン

－ HISUI　SUGIURA －

4 月 15 日金～ 6 月 12 日日
●時間　10:00-18:00
●会場　福岡県立美術館
●休館日　毎週月曜日
　　　（5 月 2 日は開館）
●入場料　

［一般］1,300 円
［高大生］900 円
［小中生］600 円

問福岡県立美術館
☎092-715-3551

展示会のお知らせ
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予
約
し
、
6
月
～
12
月
に
受
診

す
る

▼
持
参
物

受
診
券
（
5
月
下
旬

に
対
象
者
へ
送
付
）、
被
保
険

者
証
、
受
診
料
3
0
0
円

※
77
歳
以
上
で
一
度
も
受
診
し
て

い
な
い
人
も
受
診
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
6
月
以
降
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
2・6
5
1・3
1
1
1

「
令
和
4
年
度
け
ん
し
ん
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
3
月
中
旬
に
各
世

帯
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。
付
属
の

「
健
診
意
向
調
査
兼
申
し
込
み
は

が
き
」
を
郵
送
し
、
健
診
（
特
定

社
協
へ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

頂
い
た
寄
付
は
、
地
域
福
祉
の
た

め
有
意
義
に
活
用
し
ま
す
。

▼
香
典
返
し
寄
付

問
広
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
0
9
4
3・３
２・3
7
6
8

良
好
な
町
の
景
観
を
維
持
し
、

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
は
り
紙
、

は
り
札
、
立
て
看
板
な
ど
の
違
反

広
告
物
を
随
時
撤
去
し
ま
す
。

5
月
25
日
㈬
～
31
日
㈫
、
町
内

一
円
の
違
反
広
告
物
を
撤
去
し
ま

す
。
違
反
広
告
物
設
置
者
は
自
主

的
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
0
9
4
3・３
２・1
1
5
7

▼
対
象

昭
和
21
年
4
月
1
日
～

昭
和
22
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の

76
歳
に
な
る
人

▼
受
診
方
法

実
施
医
療
機
関
に

住
所

寄
付
者

故
人

高
間

中
村
早
智
子

春
尾

清
楽

山
下
幸
雄

ト
ミ
子

川
瀬

田
中
ト
シ
カ

光
行

当
条

野
田
邦
男

セ
キ
ヨ

川
瀬
北
佐
伯
み
つ
き

孝
信

お知らせの
ページ

一

般

広
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す

屋
外
違
反
広
告
物
を

撤
去
し
ま
す

ら
個
別
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象

中
学
1
年
生
と
高
校
1

年
生
相
当
の
女
子

●
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

接
種
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り

機
会
を
逃
し
た
人
は
、
定
期
接
種

の
対
象
年
齢
を
超
え
て
接
種
で
き

ま
す
。

▼
対
象

平
成
9
年
4
月
2
日
～

平
成
18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

女
性
で
、
過
去
に
予
防
ワ
ク
チ

ン
を
3
回
受
け
て
い
な
い
人

▼
期
間

令
和
7
年
3
月
31
日
ま

で
の
3
年
間

※
対
象
者
に
は
個

別
通
知
し
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
健
康
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
1
2

健
診
・
が
ん
検
診
）
を
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
。

※
健
診
を
受
け
な
い
場
合
も
は
が

き
内
の
「
受
け
な
い
」
に
丸
を

付
け
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
健
康
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
1
2

積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
差
し
控

え
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
4
月
か

人の動き
令和 4年 4月 1日現在

住民基本台帳から
（　）内は前月からの増減

【人口】19,329 人（-35 人）
【男性】 9,414 人（-22 人）
【女性】 9,915 人（-13 人）
【世帯】 7,926 世帯（+28世帯）
【転入】128人【転出】145人
【出生】10人【死亡】28人

火災・救急・交通事故
発生件数【3 月】
（　）内は年の累計

火災 件数 1(4) 件
損害額 0(4,171)千円

救急 件数 76(213) 件

交通
事故

件数 22(31) 件
傷者数 26(37) 人
死者数 0(0) 人

※�調査中などで反映が遅れる場
合があります。

募集・イベント・相談など
さまざまな情報を掲載しています。
詳細はお問い合わせください。

今月の町税など
口座振替日

【納期限】5月 31日㈫
●軽自動車税（全期）
●国民健康保険税（1期）
●保育料（5月分）
※�振替日の前日（営業日）まで
にご入金ください。

後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診

健
診
の
申
し
込
み

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

広川町ホームページ
予防ワクチン詳細
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火
の
取
り
扱
い
に
注
意

1
月
か
ら
3
月
17
日
ま
で

に
火
災
が
20
件
発
生
し
て
お

り
、
昨
年
よ
り
11
件
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
原
因
の
約
8

割
は
、
た
き
火
か
ら
の
出
火

で
、
家
庭
ご
み
の
焼
却
や
野

焼
き
か
ら
も
発
生
し
て
い
ま

す
。

①
乾
燥
時
や
強
風
時
は
、
た

き
火
や
火
入
れ
を
控
え
ま

し
ょ
う
。

②
焼
却
行
為
を
行
う
際
は
、

必
ず
消
火
の
準
備
を
し
、

そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
焼
却
が
終
わ
っ
た
ら
、
確

実
に
火
が
消
え
て
い
る
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か

ら
発
生
す

る
も
の
で

す
。
火
を

取
り
扱
う

際
は
、
自

覚
を
持
ち
、

火
災
予
防

に
努
め
ま

し
ょ
う
。

八
女
消
防
本
部

▼
対
象
［
抗
体
検
査
］
昭
和
37

年
4
月
2
日
～
昭
和
54
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
男
性
［
定
期

予
防
接
種
］
検
査
の
結
果
、
十

分
な
量
の
抗
体
が
な
い
人

▼
持
参
物

ク
ー
ポ
ン
券
（
対
象

者
へ
4
月
に
送
付
済
み
）

▼
実
施
場
所

町
の
集
団
健
診
会

場
、
医
療
機
関

▼
期
限

令
和
5
年
3
月
31
日

※
検
査
・
接
種
無
料

問
住
民
課
健
康
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
1
2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
昨
年
度
に
乳
が
ん
検

診
、
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
で
き

な
か
っ
た
人
は
、
お
手
元
に
あ
る

ク
ー
ポ
ン
券
を
今
年
度
も
利
用
で

き
ま
す
。

▼
対
象
［
乳
が
ん
検
診
］
昭
和

55
年
4
月
2
日
～
昭
和
56
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人
［
子
宮

が
ん
検
診
］
平
成
12
年
4
月
2

日
～
平
成
13
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
人

※
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
場
合

は
再
発
行
で
き
ま
す
。

問
住
民
課
健
康
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
1
2

▼
対
象

①
60
～
64
歳
で
、心
臓・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
や
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人

②
今
年
度
中
に
65
歳
・
70
歳
・

75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・

95
歳
・
1
0
0
歳
に
な
る
人

▼
料
金

3
5
0
0
円

※
満
65
歳
以
上
の
対
象
者
に
は
、

ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

受
け
た
人
は
対
象
外

※
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
無
料

（
接
種
時
に

各
種
認
定
証
、

無
料
証
明
書

を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
）

問
住
民
課
健
康
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
1
2

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
高

齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
人
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
見
守
り

や
声
か
け
を
し
て

い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
福
祉
課
福
祉
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
1
3

広
川
町
は
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

と
「
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
」
の

共
同
設
置
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
案
内
板
は
、

新
庁
舎
の
開
庁
に
合
わ
せ
て
広
川

町
役
場
に
設
置
し
、
町
の
お
知
ら

せ
な
ど
で
配
信
し
て
い
く
予
定
で

す
。
こ
の
案
内
板
は
広
告
収
入
で

運
用
す
る
た
め
、
町
内
外
の
事
業

所
を
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
社
員
が

広
告
掲
載
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

来
庁
者
へ
の
PR
と
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
案
内
板
へ
の
広
告
掲
載
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

問
［
広
告
全
般
］

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
久
留
米
支
店

☎
0
9
4
2・3
2・7
4
8
8

［
そ
の
ほ
か
］
総
務
課
庁
舎
建

設
推
進
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
2
5
5

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の

人
た
ち
に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と

と
も
に
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

参
列
者
を
募
集
し
ま
す
。
若
い
世

代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、

児
童
・
生
徒
の
参
列
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
開
催
日
［
福
岡
県
］
8
月
15

日
㈪
［
全
国
］
8
月
14
日
㈰
、

15
日
㈪

▼
会
場
［
福
岡
県
］
県
立
福
岡

武
道
館
［
全
国
］
日
本
武
道

館
▼
参
加
資
格

福
岡
県
に
居
住
し

て
い
る
遺
族
（
三
親
等
以
内
の

親
族
を
優
先
）

▼
申
し
込
み
先

福
祉
課
福
祉
係

▼
申
込
期
限

5
月
31
日
㈫

※
福
岡
県
は
参
加
無
料
。
全
国
は

一
部
補
助
あ
り
。

※
参
加
人
数
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
状
況
を
踏
ま
え
決
定

し
ま
す
。

※
全
国
の
式
典
は
、
2
日
間
の
行

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
福
岡
県
保
護
・
援
護
課

☎
0
9
2・6
4
3・3
3
0
1

風
し
ん
抗
体
検
査
と

定
期
予
防
接
種

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診

の
延
長

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種

5
月
12
日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

新
庁
舎
に
デ
ジ
タ
ル
案
内
板

を
設
置
し
ま
す

民生委員・
児童委員マーク

全
国
お
よ
び
福
岡
県

戦
没
者
追
悼
式

イ
ベ
ン
ト
・
講
座
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福
岡
県
の
美
し
い
景
観
や
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、「
見
て
・
聴

い
て
・
体
験
し
て
」
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容

表
彰
、
活
動
発
表
、
花

の
苗
植
え
体
験
、
風
景
画
を
描

こ
う
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
日
時

5
月
28
日
㈯
、
10
時
～

16
時

▼
場
所

ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
福
岡

市
）

※
参
加
無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

問
福
岡
県
都
市
計
画
課

☎
0
9
2・6
4
3・3
7
1
2

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
生

ま
れ
た
家
庭
に
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
な
い
子
ど
も
を
一
定
期
間
養
育

す
る
「
養
育
里
親
」
を
募
集
中
で

す
。
町
内
の
カ
フ
ェ
で
里
親
制
度

や
登
録
ま
で
の
流
れ
を
お
話
す
る

「
O
H
A
N
A
カ
フ
ェ
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時

5
月
26
日
㈭
、
15
時
～

16
時

※
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料

※
予
約
時
に
開
催
場
所
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
福
岡
県
里
親
支
援
機
関

O
H
A
N
A

☎
0
9
4
2・7
7・3
3
8
8

●
人
材
育
成
講
座

DX
人
材
と
し
て
必
要
な
ス
キ

ル
習
得
と
就
職
支
援
を
セ
ッ
ト
に

し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

正
社
員
就
職
を
希
望
す

る
県
内
の
求
職
者
・
非
正
規
雇

用
労
働
者
（
学
生
を
除
く
）

●
デ
ジ
タ
ル
化
や
生
産
性
向
上
、

人
材
採
用
を
支
援
し
ま
す

経
営
・
管
理
層
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

県
内
の
成
長
分
野
企
業
、

成
長
分
野
へ
の
進
出
を
考
え
て

い
る
企
業
、
成
長
分
野
と
取
引

関
係
に
あ
る
中
小
企
業

※
講
座
内
容
、
支
援
内
容
な
ど
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
参
加
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
除
く
）

問
福
岡
県
福
祉
労
働
部
労
働
局

労
働
政
策
課

☎
0
9
2・6
4
3・3
5
8
5

▼
対
象

福
岡
県
内
で
の
就
職
を

目
指
す
一
般
求
職
者
、
既
卒
3

年
以
内
の
大
学
な
ど
の
卒
業
者

▼
申
込
方
法

専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
エ
ン
ト

リ
ー
フ
ォ
ー
ム

※
参
加
無
料

問
福
岡
県
早
期
就
職
実
現
に
向
け

た
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
強
化
事
業

運
営
事
務
局

☎
０
９
２・７
３
３・８
２
９
３

●
庭
木
の
病
害
虫
と
防
除

▼
日
時

6
月
12
日
㈰
、
9
時
30

分
～
12
時

▼
会
場

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
久
留
米
市
）

▼
定
員

5
人

▼
申
し
込
み

6
月
11
日
㈯

●
庭
木
の
剪
定
（
実
技
あ
り
）

▼
日
時

6
月
25
日
㈯
、
9
時
30

分
～
12
時

▼
会
場

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
久
留
米
市
）

▼
定
員

25
人

▼
申
し
込
み

6
月
24
日
㈮

※
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料

問
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
4
3・7
2・1
1
9
3

FAX
0
9
4
3・7
2・1
5
5
8

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

た
め
ら
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
を
共
有
し
て
社
会
全
体
で
性

暴
力
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
性
犯
罪
、
性
暴
力
被
害
者
の
た

め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン

タ
ー

　
　
　「
♯
8
8
9
1
」

・
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話

　
　
　
　
　
　「
♯
8
1
0
3
」

・
警
察
相
談
専
用
電
話

　
　
　
　
　
　「
♯
9
1
1
0
」

※
緊
急
時
は
1
1
0
番
通
報

問
八
女
警
察
署
少
年
係

☎
0
9
4
3・2
2・5
1
1
0

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
苦
情

に
つ
い
て
、
事
業
所
な
ど
と
の
話

し
合
い
で
解
決
し
な
い
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相

談

合
同
就
職
面
接
会

性
犯
罪
・
性
暴
力
に
よ
る
悩
み

は
相
談
を

DX
人
材
育
成
・
確
保
促
進
支
援

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
を

解
決
し
ま
す

緑
化
講
習
会

O
H
A
N
A
カ
フ
ェ

OHANA
ホームページ

合同就職面接会
専用エントリーフォーム

福
岡
県
景
観
大
会

※ 1

※ 1 デジタル・トランスフォーメーションの略。
　   デジタル技術を用いることで、生活や仕事が変容していくこと。

募集職種 日時 会場 定員 参加企業

IT 関連
5月 13日㈮、
�����14 日㈯

13時～ 17時
オンライン

（GALIMO） － 40社程度

飲食・宿泊
・サービス業

5月 27日㈮、
�����28 日㈯

13時～ 17時
福岡ファッション
ビル 7階大ホール 60人 40社程度

介護・建設・
運輸・警備など

6月 24日㈮、
�����25 日㈯

13時～ 17時

福岡ファッション
ビル 7階大ホール 60人 40社程度
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5 月 1日㈰

横田病院 広川町 ☎ 0943-32-1115

耳鼻咽喉科　伊東医院 柳川市 ☎0944-72-2557

よしいずみ歯科 筑後市 ☎ 0942-42-3555

5 月 3日㈷

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

まえだ耳鼻咽喉科クリニック 八女市 ☎0943-30-1187

坂田歯科医院 筑後市 ☎ 0942-53-7089

山本歯科医院 八女市 ☎ 0943-24-3305

5 月 4日㈷

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

はかたみち耳鼻咽喉科 久留米市 ☎ 0942-38-0801

本田歯科医院 筑後市 ☎ 0942-53-3431

みやぞの歯科医院 八女市 ☎ 0943-42-3232

5 月 5日㈷

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

三橋耳鼻咽喉科クリニック 久留米市 ☎ 0942-32-2720

江﨑内科歯科医院 八女市 ☎ 0943-22-5809

吉泉歯科医院 八女市 ☎ 0943-42-3941

5 月 8日㈰

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

かみむら耳鼻咽喉科 大牟田市 ☎ 0944-52-4426

まちの歯科医院 筑後市 ☎ 0942-42-1515

5 月 15日㈰

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

大渕耳鼻咽喉科クリニック 八女市 ☎0943-23-2811

大坪歯科医院 八女市 ☎ 0943-33-7011

5 月 22日㈰

馬場病院 広川町 ☎ 0943-32-3511

井之口耳鼻咽喉科医院 久留米市 ☎ 0942-34-3387

野田歯科医院 筑後市 ☎ 0942-53-4187

5 月 29日㈰

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

池田耳鼻咽喉科医院 朝倉市 ☎ 0946-21-1678

とくどめ歯科医院 八女市 ☎ 0943-24-8620

6 月 5日㈰

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

あらき耳鼻咽喉科クリニック 久留米市 ☎ 0942-44-6888

大津歯科医院 筑後市 ☎ 0942-53-1153

在宅当番医 ※診療時間は、事前に電話などでご確認ください。　※休日当番薬局は八女筑後薬剤師会ホームペー
ジをご覧ください。広川町ホームページの下部「リンク集」からアクセスできます。

「
は
な
や
ぎ
の
里
」
3
階
多
目

的
ホ
ー
ル

▼
持
参
物

印
か
ん
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
前
回
交
付
・
修
理
を

行
っ
た
義
肢
・
装
具

※
5
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

※
軽
微
な
修
理
の
相
談
や
視
覚
・

聴
覚
・
内
部
に
障
が
い
が
あ
る

人
の
相
談
は
対
象
外
。

※
来
場
時
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課
福
祉
係　
　

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
1
3

▼
募
集
コ
ー
ス

電
気
設
備
施
工

科
▼
募
集
期
間

5
月
2
日
㈪
～
5

月
31
日
㈫

▼
定
員

15
人

▼
選
考
日

6
月
10
日
㈮

▼
訓
練
期
間

7
月
1
日
㈮
～
12

月
26
日
㈪

▼
申
込
方
法

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

応
募
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
訓
練
課

☎
0
9
5
2・2
6・9
5
1
6

▼
対
象

現
在
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

▼
日
時

毎
週
㈪
～
㈮
、
9
時
～

17
時
（
㈷・年
末
年
始
を
除
く
）

※
相
談
無
料

問
福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員
会

☎
0
9
2・9
1
5・3
5
1
1

人
権
擁
護
委
員
が
、
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
、
家

庭
で
の
悩
み
事
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
日
時

6
月
1
日
㈬
、
13
時
～

16
時

▼
会
場

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
は
な
や
ぎ
の
里
」
2
階
相
談
室

※
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

問
八
女
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
0
9
4
3・2
3・2
6
0
3

義
肢
・
装
具
の
作
成
、
義
肢
の

ソ
ケ
ッ
ト
交
換
を
伴
う
修
理
の
要

否
判
定
、
処
方
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
日
時

6
月
22
日
㈬
、
9
時
～

10
時
30
分
（
11
時
終
了
予
定
）

▼
会
場

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

募

集

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所

身
体
障
が
い
者
（
児
）

巡
回
相
談

職
業
訓
練
受
講
生

募
集
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人権問題を考える

5 月3 日は何の日？
～ 憲法と人権 ～

問教育委員会事務局人権・同和教育係　☎ 0943-32-0093

５
月
３
日
は
何
の
日
？

5
月
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
長
い
休
日
期

間
に
挟
ま
れ
て
い
る
た
め
、
5
月

3
日
が
何
の
祝
日
だ
っ
た
か
思
い

出
せ
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
は
、
毎
年
5
月
3

日
は
何
の
日
か
知
っ
て
い
ま
す

か
?5

月
3
日
は
「
憲
法
記
念
日
」

で
、
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た

日
を
記
念
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ

を
受
け
、
5
月
1
日
か
ら
7
日
は

憲
法
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
3
日
は
「
文
化
の
日
」
と

し
て
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
何

を
記
念
す
る
日
な
の
か
、
意
外
と

知
ら
な
い
人
は
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
文
化
の
日
」
＝
「
憲
法

が
公
布
さ
れ
た
日
」
で
す
。
11
月

3
日
は
、
日
本
の
初
代
天
皇
と
伝

わ
る
神
武
天
皇
の
即
位
日
、
明
治

天
皇
の
誕
生
日
で
も
あ
る
た
め
、

そ
の
日
に
日
本
国
憲
法
を
公
布
し
、

記
念
日
に
定
め
る
と
い
う
動
き
が

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

憲
法
記
念
日
制
定
の
背
景

戦
後
、
大
日
本
帝
国
憲
法
か
ら

現
行
の
日
本
国
憲
法
へ
と
改
正
さ

れ
、
天
皇
が
国
務
上
の
大
権
を
有

す
る
立
場
か
ら
国
の
象
徴
的
存
在

と
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
「
天
皇
主

権
」
か
ら
今
の
「
国
民
主
権
」
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
。
国
政
の
あ
り

方
は
、
国
民
の
意
思
に
よ
り
決
定

さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
方
針
に
転
換
し
ま
し
た
。
以
上

の
内
容
を
受
け
、
憲
法
記
念
日
を

天
皇
の
誕
生
日
と
切
り
離
し
、
施

行
日
で
あ
る
5
月
3
日
に
定
め
ら

れ
た
と
い
う
背
景
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
記

念
日
の
制
定
に
は
、
日
本
の
歴
史

が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

憲
法
の
中
の
「
人
権
」

日
本
国
憲
法
の
三
原
則
は
「
国

民
主
権
」「
平
和
主
義
」「
基
本
的

人
権
の
尊
重
」
で
す
。
そ
の
た
め
、

憲
法
に
は
人
権
に
関
す
る
記
述
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

第
11
条
に
は
、「
国
民
は
、
す

べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨

げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民

に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵

す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利

と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民

に
与
へ
ら
れ
る
」
と
し
て
、
人
権

尊
重
主
義
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

第
13
条
で
は
、「
す
べ
て
国
民

は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。

生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対

す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、

公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、

立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最

大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
」
と
し

て
、
国
民
の
権
利
を
保
障
し
て
い

ま
す
。

第
14
条
で
は
、「
す
べ
て
国
民

は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身

分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、

経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い

て
、
差
別
さ
れ
な
い
」
と
し
て
、

他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
差
別

さ
れ
な
い
こ
と
を
保
障
し
、
こ
の

憲
法
の
理
念
の
一
つ
で
あ
る
、
法

の
下
の
平
等
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

現
実
が
抱
え
る
人
権
問
題

し
か
し
、
現
実
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
憲
法
で
は
法
の
下
の
平
等

を
掲
げ
な
が
ら
も
、
実
際
は
部
落

差
別
を
は
じ
め
女
性
・
子
ど
も
・

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
外
国
人
に

対
す
る
差
別
な
ど
、
多
く
の
人
権

問
題
が
存
在
し
て
お
り
、
差
別
を

受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
人
が

い
る
の
も
事
実
で
す
。
私
た
ち
は
、

憲
法
記
念
日
に
改
め
て
日
本
国
憲

法
を
学
ぶ
こ
と
で
「
基
本
的
人
権

の
尊
重
」
の
主
旨
を
再
理
解
し
、

自
分
は
も
と
よ
り
他
者
の
人
権
を

考
え
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
、
子
ど
も
た
ち
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
C
O
V
I
D
‒
19
）
拡
大
の

た
め
自
粛
す
る
生
活
が
続
き
、
子

ど
も
た
ち
の
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
機
会
が
以

前
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。
人
と

人
と
の
触
れ
合
い
の
場
が
減
る
こ

と
で
、
話
し
合
っ
て
物
事
を
決
め

る
場
面
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
よ
り
「
自
分

以
外
の
人
も
、
自
分
と
同
じ
く
尊

重
す
べ
き
大
切
な
存
在
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
が

失
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
も

あ
り
ま
す
。
人
と
人
が
関
わ
る
社

会
の
中
で
は
、
も
の
ご
と
は
話
し

合
い
の
中
で
決
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
、
多
数
決
で
も
奪
っ
て
は
な
ら

な
い
大
切
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
憲
法
の
意

義
を
考
え
る
こ
と
が
有
用
で
す
。
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ふるさと

再発見
広川町郷土史研究会

広川町古墳資料館だより

南北朝時代の郷土　その 5
～ 南北朝時代に開かれた２つの寺院 ～

　大分県には、歴史文化総合研究セン
ターとしても有名な「別府大学附属
博物館」があります。下

しもむらさとし

村智教授によ
ると、同博物館では遺跡から出土した
遺物の３次元計測や、そのデータをも
とに３次元プリンターを活用した複製
品の作成などを行っているとのこと。　

全国の附属博物館でもトップクラスの
分析装置がそろっているため、文化財
の保存・保護を技術的に援助すること
ができます。広川町には石人山古墳の
「直

ちょっこもん
弧文」の３次元データがあるため、

別府大学と連携したさらなる文化財保
存活動が期待できるかもしれません。 ▲青銅器の複製品

大
聖
寺
（
牟
礼
茶
屋
区
）

「
寺
社
并
古
城
古
墳
等
書
付
」

（
寛
延
2
年
、
1
7
4
9
年
）
は
、

藩
庁
の
命
に
よ
っ
て
村
々
庄
屋
が

書
き
上
げ
た
も
の
で
す
。
そ
の
中

で
牟
礼
村
の
大だ

い
し
ょ
う
じ

聖
寺
に
つ
い
て
、

（
前
略
）
右
開か

い
げ
ん元

貞じ
ょ
う
わ和

三
年
、

大た
い
き
ょ
り
ょ
う
じ
ょ
う

虚
良
乗
大
和
尚
建
立
、
佛

殿
五
間
四
面
小
板
葺
、
客
殿
五

間
に
七
間
板
葺
、
鐘
樓
山
門
惣

門
も
御ご

ざ
そ
う
ろ
う

座
候
由よ

し
、
寺
内
に
十
二

坊
（
省
略
）、末ま

つ
じ寺

六
箇
寺
（
省

略
）
御
座
候
。

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
元
年

号
の
貞
和
3
年
（
1
3
4
7
年
）

は
北
朝
年
号
で
、
南
朝
年
号
で
は

正し
ょ
う
へ
い平

2
年
に
あ
た
り
ま
す
。

建
立
し
た
と
い
う
大
虚
良
乗
大

和
尚
と
は
、
周す

お
う
の防

国く
に

（
現
山
口
県

山
口
市
）
善ぜ

ん
し
ょ
う
じ

正
寺
の
当
時
の
住
職

に
、
五ご

哲て
つ

と
称
さ
れ
た
5
人
の
弟

子
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
人
に
大
虚

の
名
が
見
え
ま
す
。
ち
な
み
に
善

正
寺
と
い
う
寺
院
は
、
現
在
に

連れ
ん
め
ん綿

と
存
続
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
大
正
4
年
に
編
ま
れ
た

「
下
広
川
村
郷
土
史
」（
石
橋
為
次
）

に
も
、「
当
寺
（
大
聖
寺
）
の
本

寺
は
、
周
防
国
善
正
寺
と
申
し
伝

え
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
大

虚
大
和
尚
の
出
自
は
ほ
ぼ
確
実
に

窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

聞
信
寺
（
梯
区
）

『
寛
文
十
年
・
久
留
米
藩
寺
院

開
基
』（
1
6
7
0
年
）
に
よ

る
と
、「
当
寺
開
元
、
大だ

い
え
い永

元

年
（
1
5
2
1
年
）、
上
妻
郡

甘あ
ま
ぎ
む
ら

木
村
ニ
善ぜ

ん
り
ょ
う了

と
申

も
う
す

住じ
ゅ
う
じ持

、
造

し
ょ
う
あ
ん
を立

少ぞ
う
り
ゅ
う
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

庵
仕
候
」
と
あ
り
ま
す
。
実
は

も
う
一
説
あ
っ
て
、
嘉か

吉き
ち

3
年

（
1
4
4
3
年
）
に
、
野
中
八
郎

義よ
し

晴は
る（

剃
髪
し
て
善
了
と
号
し
た
）

が
草
庵
を
結
ん
だ
の
が
始
ま
り
と

す
る
説
で
す
。
こ
の
説
は
『
郷
土

研
究
筑
後
』（
昭
和
9
年
3
月
）に
、

斎さ
い
と
う藤

重し
げ
な
お尚

が
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

南
北
朝
は
元
中
9
年
（
1
3
9

2
年
）
10
月
、
後ご

亀か
め
や
ま山

天
皇
が
北

朝
の
後ご

小こ
ま
つ松

天
皇
に
神じ

ん
き器

を
返
し

た
こ
と
で
、
両
朝
の
合
一
が
成
立

し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
九
州
で
は
後ご

征せ
い
せ
い西

将し
ょ
う
ぐ
ん軍

宮み
や
よ
し良

成な
り

親し
ん
の
う王

の
も
と
、

こ
れ
を
か
た
く
な
に
拒
否
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、

南
朝
勢
力
残

党
討
伐
の
た

め
に
派
遣
さ

れ
て
来
た
の

が
、
河か

わ
ち
の
く
に

内
国

狭さ
や
ま山

（
現
大

阪
狭
山
市
）

城
主
野
中
八

郎
義
晴
で
し

た
。
と
こ
ろ

が
義
晴
率
い

る
討
伐
軍
は
逆
に
敗
れ
て
、
甘あ

ま
ぎ木

の
里
（
現
広
川
町
上
広
川
地
域
）

に
遁の

が

れ
来
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

こ
で
気
に
な
る
の
が
、
な
ぜ

甘
木
の
里
だ
っ
た
か
で
す
。
伝
承

に
よ
る
と
従
臣
の
1
人
が
「
自
分

の
先
祖
が
甘
木
の
里
を
知
っ
て
い

る
が
、
と
て
も
温
か
な
人
情
豊
か

な
村
だ
っ
た
」
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
と
、
進
言
し
た
と
い
う
の
で

す
。
こ
の
話
こ
そ
、
多
々
良
浜
の

戦
の
後
、
黒
木
城
ま
で
退
い
た
菊

池
軍
を
追
撃
し
た
尊
氏
旗き

か下
の
行

動
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
現
在

の
広
川
町
に
は
、
南
北
朝
時
代
に

開
元
さ
れ
た
と
伝
え
る
寺
院
が
、

2
つ
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。

野中八郎義晴塚
広川ダム登り口に祀られている。神として祀っ
た祠

ほこら
もあり、野中八郎大明神とある。（梯区）
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問総合クラブひろかわ事務局（教育委員会事務局生涯学習係内）　☎ 0943-32-0093

総 合 ク ラ ブ ひ ろ か わ

広
川
文
芸

一
列
に
子
ら
は
寡か

も
く黙

に
雪
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
瀬
砂
智
子

め
く
る
め
く
風
の
ひ
か
り
や
万
華
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
佳
代
子

花
ミ
モ
ザ
止
む
る
術
な
き
戦
禍
の
炎ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田

眞
理

月
中
ば
桜
開
花
を
待
ち
わ
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井

　
　
司

お
洒し

ゃ
れ落

し
て
歴
史
の
町
の
雛
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺

弘
子

啓け
い
ち
つ蟄

や
雀
は
畑
に
ひ
も
す
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
本

艶
子

川
舟
の
稚
児
雛
送
る
雅
楽
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
本

辰
次

歩
巾
の
ぶ
早は

る春
の
光
を
背
負
ふ
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
座

時
朗

春
耕
の
老
と
た
わ
む
る
か
ち
が
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
口

正
信

春
の
雲
木
漏
れ
日
の
中
椅
子
ふ
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
口
あ
つ
美

夏
衣
現
代
風
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中

勝
美

青
い
空
ア
カ
シ
ア
透
か
し
て
ま
ぶ
し
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
美
知
子

淋
し
さ
も
喜
び
も
あ
り
木
の
芽
ど
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎

陽
子

陣
屋
跡
雄
叫
び
聴
こ
ゆ
春
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
束

節
子

ひ
ろ
か
わ
俳
句
会

櫻
の
会

玄
関
の
手
作
り
雛
に
声
か
く
る
こ
の
家
の
景
色
ゆ
め
ゆ
め
忘
る
な

　
　
　
　
　
細
川

徳
子

生
と
死
の
背
中
あ
は
せ
の
彼
の
国
よ
お
ぞ
ま
し
き
か
な
権
力
の
公
使

　
　
　
　
山
﨑
美
代
子

ぽ
つ
ぽ
つ
と
開
花
は
じ
む
る
さ
く
ら
ん
ぼ
ま
も
な
く
逢
へ
る
つ
が
ひ
の
小
鳥

野
中

勝
美

梟ふ
く
ろ
ふは

老
ふ
た
り
に
も
幸
せ
を
運
び
て
く
る
る
鳥
だ
と
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
中
嶋

玉
子

吾あ

と
共
に
よ
は
ひ
重
ね
し
ひ
な
人
形
千
切
れ
し
髪
を
撫
づ
る
夢
見
ぬ

　
　
　
　
中
倉

明
美

も
う
す
ぐ
に
娘
の
待
つ
日
向
の
家
に
行
く
米
寿
の
君
は
清
し
き
お
顔

　
　
　
　
一
瀬
砂
智
子

う
す
月
と
桜
の
下
に
佇
め
ば
ゆ
ゑ
な
き
涙
ふ
い
に
こ
ぼ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
青
木
佳
代
子

発
表
会
小ち

さ
き
指
よ
り
溢
れ
出
る
ポ
ッ
プ
な
リ
ズ
ム
の
ピ
ア
ノ
が
踊
る

　
　
　
濵
武
美
智
子

満開の桜を眺めながら「春風ウォーキング」
　3 月 27 ⽇㈰、参加者 21
人で八女市中央大茶園方面を
ウォーキングしました。満開
の桜並木の下を歩き、広々と

した茶園の新芽を見つけ、自
然の美しさや素晴らしさを堪
能。うっそうと覆い茂る竹林
の小路では、風の音と鳥の鳴

き声が響き心地よく、桜公園
運動広場は抜けるような青空
と桜色のコントラストが圧巻
の絶景桜スポットでした。

参加者の声
・天気もよくて春風に吹かれて最高でした。
・友人の声かけで思い切って参加してよかったです。

天気にもめぐまれて桜の花も満開で感動でした。
・歩き慣れていない自分を実感して反省しています。
・素晴らしい企画で素晴らしい一⽇となりました。
・スタッフの皆さまありがとうございました。これ

からも楽しい企画をお願いします。
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まちのわだい

MY TOWN TOPICS

広
川
町
と
八
女
警
察
署
が
3
月
29
日
㈫
、

「
広
川
町
よ
く
し
隊
」
の
発
足
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
、
吉
永
商
店
㈱
が
広
川
町

よ
く
し
隊
第
1
号
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
広
川
町
よ
く
し
隊
」
は
町
内
で
普
段

の
業
務
・
事
業
を
行
い
「
な
が
ら
防
犯
」

を
自
主
的
に
実
施
で
き
る
団
体
・
法
人
を

広
川
町
が
認
定
す
る
も
の
。
認
定
さ
れ
た

団
体
・
法
人
は
警
察
の
研
修
会
、
訓
練
な

ど
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
自
主
防
犯
活

動
を
適
正
に
行
い
ま
す
。
4
月
6
日
㈬
に

は
、
下
広
川
小
学
校
で
3
者
合
同
で
の
出

発
式
を
挙
行
。
パ
ト
カ
ー
や
吉
永
商
店
㈱

の
ご
み
収
集
車
が
町
内
を
巡
回
し
ま
し
た
。

吉
永
商
店
㈱
は
今
後
、
週
4
日
登
下
校
の

時
間
帯
に
走
る
ご
み
収
集
車
に
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
防
犯
に
協
力
す
る
予
定
で
す
。

安全安心なまちづくりを目指して
広川町よくし隊発足

広
川
町
と
㈱
ア
ズ
マ
、
や
め
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
が
3
月
29
日
㈫
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
と
利
活
用
な
ど
に
関
す

る
協
力
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
は
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
ガ
ス
の
増
加
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
協
定
は
、
互
い
の
強
み
を
最

大
限
に
活
か
し
な
が
ら
地
域
の
課
題
を
解

決
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
（
脱

炭
素
社
会
）」
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

3
者
は
今
後
、
2
0
2
4
年
稼
働
を

目
標
と
し
た
「
八
女
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
」
を
構
築
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
・
普
及
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。

写真左から㈱アズマの中島社長、渡邉町長、やめエネルギー㈱の
本村社長

３
月
31
日
㈭
、

大
隈
康
子
さ
ん

（
川
瀬
区
）・
田
中

智
幸
さ
ん
（
逆
瀬

谷
区
）・
鶴
等
さ

ん
（
太
田
区
）
が

広
川
町
の
文
化
振

興
に
貢
献
し
た
と

し
て
、
広
川
町
教

育
委
員
会
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

大
隈
さ
ん
は
、
文

化
連
盟
会
長
と
し
て
文
化
の
普
及
向
上
に

尽
力
。
田
中
さ
ん
と
鶴
さ
ん
は
、
広
川
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
町
民
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
し
ま
し
た
。

町の文化振興に貢献
大隈康子さん・田中智幸さん・鶴等さん

脱炭素社会を目指して協定締結
広川町×㈱アズマ×やめエネルギー㈱

3
月
15
日
㈫
、

八
女
地
区
防
犯
協

会
か
ら
広
川
町
・

八
女
市
の
教
育

委
員
会
へ
防
犯
ブ

ザ
ー
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
当
協
会
か

ら
の
防
犯
ブ
ザ
ー

の
寄
贈
は
、
平
成

15
年
度
か
ら
続
い

て
い
る
も
の
。
防

犯
ブ
ザ
ー
は
三
田
村
統
之
会
長
の
「
新
入

学
児
童
が
安
全
・
安
心
な
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
各
小
学
校
の
新
1
年
生
へ
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

小学 1 年生へ防犯ブザー寄贈
八女地区防犯協会 

写真左から八女警察署の星野署長、吉永商店㈱の吉永社長、渡邉町長

写真左から大隈さん・田中さん・鶴さん



3
月
18
日
㈮
、
町
内
3
つ
の
小
学
校
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
上
広
川
小
学
校
26
人
、

中
広
川
小
学
校
１
１
６
人
、
下
広
川
小
学

校
54
人
、
合
計
１
９
６
人
が
希
望
を
胸
に
、

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
来
賓
な
し
、
保
護
者

は
各
家
庭
１
人
ま
で
と
制
限
し
て
実
施
。

中
広
川
小
学
校
で
は
、
中
村
校
長
が
卒
業

生
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
読
み
上
げ
、
卒

業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
式
辞
で
は
、

「
人
と
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
成
長
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
相
手
の
喜
び
を
自
分
の

喜
び
に
で
き
る
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
卒
業
生
へ
エ
ー
ル
。
そ
の
言
葉

を
胸
に
、
保
護
者
が
見
守
る
中
、
堂
々
と

し
た
姿
で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

大きな期待と少しの不安を胸に
中広川小学校卒業式

MY TOWN TOPICS

希望を胸に新たな旅立ち
広川中学校卒業式

3
月
4
日
㈮
～
6
日
㈰
、
九
州
芸
文
館

で
H
I
R
O
K
A
W
A
B
R
A
N
D
E
R
S

（
広
川
ブ
ラ
ン
ダ
ー
ズ
）
の
写
真
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
た
写
真
は

広
川
町
を
題
材
に
、
福
岡
県
外
出
身
の
3

人
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
も

の
。
町
内
在
住
の
来
場
者
か
ら
は
「
こ
ん

な
場
所
が
広
川
に
あ
っ
た
の
で
す
か
」「
広

川
町
を
す
て
き
に
撮
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
結
婚

し
て
何
十
年
も
広
川
町
を
離
れ
て
い
る
女

性
が
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真
を
見
て
故
郷

を
懐
か
し
む
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
展
示
会

で
は
、
来
場
者
に
「
好
き
な
作
品
に
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
も
ら
う
」
投
票
も
実
施
。
最

も
投
票
の
多
か
っ
た
作
品
は
、
逆
瀬
谷
の

お
宮
で
撮
っ
た
写
真
で
し
た
。

3
月
11
日
㈮
、
広
川
中
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
、
5
ク
ラ
ス
計
1
9
9
人
が

思
い
出
の
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
今

年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
、
参
加
者
の
制
限
や
時
間
短

縮
な
ど
、
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
。
式
で

は
古
川
校
長
が
卒
業
生
へ
「
自
分
の
将
来

の
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
卒
業
生
代
表
の

髙
鍋
旺
恭
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
家
族
や
先
生
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
ま
し
た
。
式
典
後
、
各
学
級
で
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
が
行
わ
れ
る
中
、
体
育
館
で
子
ど

も
た
ち
を
待
つ
保
護
者
に
は
生
徒
が
作
成

し
た
D
V
D
を
上
映
。
こ
れ
ま
で
の
学

校
生
活
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
、
涙
す
る

保
護
者
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

町の魅力を再発見！
HIROKAWA BRANDERS 写真展示会

広報ひろかわ 2022 年 5 月号︱24
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大きな夢と希望を抱いて
広川中学校入学式

広
川
中
学
校
で
4
月
7
日
㈭
、
入
学
式

が
行
わ
れ
5
ク
ラ
ス
計
1
8
0
人
の
新

入
生
が
、
中
学
生
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
式
で
は
中
園
校
長
が

「
皆
さ
ん
の
ご
入
学
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま

す
。
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
充
実
し
た

毎
日
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
、新
入
生
代
表
の
鹿
田
健
太
さ
ん
は「
新

し
い
友
達
を
た
く
さ
ん
作
り
一
緒
に
夢
に

向
か
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
表
明
。
生
徒
会
代
表
の
樋
口
葵
さ
ん
か

ら
は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
昨
年
開
催
で

き
な
か
っ
た
体
育
大
会
や
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
を
再
開
、
成
功
さ
せ
み
ん
な
で
楽
し
み

た
い
。
皆
さ
ん
の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
全

力
で
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と

新
入
生
へ
心
強
い
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

まちのわだい

MY TOWN TOPICS

3
月
27
日
㈰
～
30
日
㈬
、
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
「
第
44
回
全
国
J
O
C
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
春
季
大
会
」
に
、
町

内
在
住
の
池
田
莉
央
さ
ん
と
石
川
凌
大
さ

ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

池
田
さ
ん
は
50
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
24

位
、
1
0
0
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
で

3
位
、
2
0
0
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ

で
10
位
、
石
川
さ
ん
は
2
0
0
メ
ー
ト

ル
自
由
形
で
22
位
の
功
績
を
収
め
、
2
人

は
「
全
国
大
会
で
戦
え
た
こ
と
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
池
田
さ
ん
と
石
川
さ
ん
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と
し
た
広
川
町
体

育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
基

金
か
ら
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

全国大会出場
池田莉央さん・石川凌大さん

４
月
8
日
㈮
、
町
内
3
つ
の
小
学
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
、
上
広
川
小
学
校
31
人
、

中
広
川
小
学
校
1
2
5
人
、
下
広
川
小

学
校
42
人
、
合
計
1
9
8
人
の
児
童
が

新
1
年
生
と
な
り
ま
し
た
。
上
広
川
小
学

校
で
は
、
担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば

れ
た
児
童
が
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
お

返
事
。
猪
口
校
長
は
「
上
級
生
の
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
や
先
生
た
ち
は
、
皆
さ
ん
の

入
学
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
」「
こ

れ
か
ら
た
く
さ
ん
お
友
達
と
お
話
を
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
遊
び
、
皆
で

楽
し
い
学
校
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
式
辞
を
述
べ
、
式
の
あ
と
教
室
に
戻
っ

た
児
童
た
ち
は
こ
れ
か
ら
勉
強
す
る
教
科

書
を
手
に
取
り
興
味
津
々
に
眺
め
て
い
ま

し
た
。

笑顔で元気いっぱい！
上広川小学校入学式

写真左から池田さん、石川さん



『
広
報
ひ
ろ
か
わ
』
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広川町公式 LINE

樋口央
お と

音ちゃん（久泉）
令和 3 年 4 月 30 ⽇生まれ

　1 歳の誕生日の思い出にお気軽にご応募ください。6 月
生まれの人は 5 月 2 日㈪ 17:00、7 月生まれの人は 6 月
2日㈭ 17:00までに協働推進課へ、本人の氏名・行政区・
生年月日・電話番号を記載したものと写真をお送りください
（期限厳守・町内に住民登録のある人に限る）。
【送付先】�広川町役場協働推進課まちづくり係

〒834-0115 八女郡広川町大字新代 1804番地 1
✉ kouhou@town.hirokawa.lg.jp

※到着順に掲載、写真返却不可
※メールで応募の場合、掲載確認メールを返信します。

田中音
お と は

羽ちゃん（吉里）
令和 3 年 5 月 10 ⽇生まれ

堤奏
か な た

太ちゃん（川瀬）
令和 3 年５月３０⽇生まれ

広川町では、ウクライナでの人道危機対応を支援
するため、以下の場所に募金箱を設置しています。
募金箱の設置は 5 月 27 日㈮までです。お預かり
した救援金は日本赤十字社へ寄付します。

【設置場所】
・広川町役場 総合案内窓口、中央玄関付近、教育

委員会窓口
・町民交流センター「いこっと」図書館窓口

【お問い合わせ】
協働推進課安全安心係　☎ 0943-32-1196

ウクライナ支援
募金箱を設置しました

今月の日曜窓口開庁日
5/1 ㈰ 8:30 ～12:00
来月は 6/5 ㈰ 8:30 ～12:00

一部の窓口業務のみ。
詳細は事前に担当課へおたずねください。

広報紙の主な設置場所
町役場、いこっと、はなやぎの里、産業展示
会館、JA ふくおか八女、郵便局（広川、上広川、
広川新代簡易、筑後一条）、福岡銀行広川支
店、筑後信用金庫広川支店、町内のコンビニ
など

広報紙への掲載依頼
以下の締切までに、依頼原稿を協働推進課まちづく
り係へご提出ください。締切後にイベントの開催⽇
時などが確定する場合は、事前にご相談ください。

【6 月号】4/26 ㈫ 17:00
【7 月号】6 / 2 ㈭ 17:00上妻蒼

あおい

ちゃん（川瀬）
令和 3 年 5 月２５⽇生まれ

※都合により先月号に掲載できなかっ
たため、今月号に掲載しています。

防火ポスターコンクール表彰式
3 月 13 日㈰、広川消防署で広川町少年消防クラブ防火ポ
スターコンクールの表彰式が行われ、応募者 36人の中から、
入賞者 6人が表彰を受けました。当日は入賞作がデザインさ
れた吉永商店㈱のごみ収集車も披露。今後、町内の家庭ご
みを収集しながら、広く住民に火災予防をPRしていきます。

写真左から辻元団長、馬場悠希矢さん、堀田千尋さん、
渡邉恵大さん、髙鍋莉子さん、八尋優里さん、欠岡弘一朗
さん、吉永社長、野中署長

扇島区の椿が 3 月中旬に見ごろを迎えました




